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1. 	 産科撮影における胎克リスクの推定
伊場昭三，撞松貞夫
〈千大・放射線部〉 
CPD診新の昌的で骨盤計測撮影した胎児の出生後の
個人リスクの確率的影響の発生頻度乞関東地区の大学 
5を含めて26病読の撮影条件から推定した結果， ト}タ 
Jレリスクの平均は 18.8x10-:;であった。ヲスクはグット
マン法よりマルチウス法の方が大きい。このラスクの減
少の可能性は全痕院が記録系にオノレソシステムを使用し
て， 120KVpで撮影すると出に減少する可龍性があう
た。この方法は現在袈IJ響症の検診に使用している抵線量
装量よ野被曝線量も少ない。解像力及び鮮鋭度の点でも
優れている。妊婦数?こ対する骨盤計課Ijの撮影率は約32-
1.6弘と病院により可成予差があった。分娩の 1還問~ 
3還問誌に骨盤計測譲影がされているのが約40弘もあっ
た。 
2. 	 In vitro甲状腺機能検査に於ける解離 Dataの
検討
今関恵子，堀田とし子， JI名正直
(千大・放〉
内山暁 (山梨医大・放〉
中島道塩 〈水戸詩生会痛院〉
冨安芳夫 〈帝京大・放〉
56年 9月から57年 2月迄の 6カ月間に当科で施行した 
In vitro甲状腺機能検査の解離 Dataについて検討し
た。施行項目は FreeT4，Total T4，T3，TSH，TBG 
の5項目である。このうち TBGを除く 4項巨の， 1つ
あるいは 2つが飽と解離状態にあるものを対象とした。
瀦定廷検捧数581検体のうち解離例は97例(全体の16.7
%)であった。解離 Dataを6群に大別した。すなわち 
1) T3のみの異常群43例(解離例の44.3%)， 2) TSH 
高値群17例 (17.5%)， 3) FT4のみの異常群12例 (12.4
弘)， 4) FT4，TT4 高信群10伊~ (10.3%)，5) FT4， 
T3笹異常群8例 (8.2弘)， 6)その色7倒 (7.2%)で
ある。それぞれの群の詳績は， 1)の T3異鴬群では， 
Basedow癌で抗甲状腺剤治療中が 22倒で一番多く，次
にチラジン投与中のものであった。 
2)の TSH高値群では， Basedow病で Na1311治
療後及び甲状線接出後の Hypostateでチラジン服用中
のものが10傍で最も多く，次に慢性甲状腺炎にてチラジ
ン投与中のもの 3例であった。 3群の FT4 4異常詳で
辻 Basedow病で RI治療後及び，技平状嬢奔j治療中の
ものが12例中lO{7IJを占めた。
解離 Dataの解析は状態が多様で，一概に結論は出せ
ないが， Basedow病治療中の Ta~直の欝向誌 FT4 ， 
TT4，TS互に遅れる議である。 
FT4，TT4，T3の動向が平祷するものと，そうでない
ものとがあり，さらに詳結な挨討が必要である。 
3. 	 ポジトロン CTのカラー
 
E録についての検討

池平f専夫，内山暁
(山梨亙科大・放〉
高島常夫 (千大・脳夕日
詰野之男，宍戸文男，遠藤真広
〈放医研・臨床〉
従来放射線診断に用いられて来た画橡は，主として白
黒のいわゆるモノクロ画像であったが，ポジトロン CT
等のように定量性が問題とされる画畿は，微細な変色
を表現するためにラカラーデ、イスプレーを一定の条件下
に撞行した方が，その痛態認識の上で非常に有効であっ
たのでここにその症例議誌を行なった。
先づ，アンモニアについては，血流障害部位の馬在範
函，その謹度を各スライス毎にラモノクロイメージよ予
もよヲ明擦に理解する事が可能で、あった。また，グルコ
ース代謝については FDGによるイメージを，フェルブ9
スらの処理に基づいて算出した，局所脳グルコース代議す
量を直接カラー階調に表示する事によ予，脳全体を一定
のカラー階調で見ることができるようになった。
これらを総合的に判定した結果，一殻に定量性を問題
